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校区にある富松城跡の魅力について学ぼう 

 １１月１１日（金）、関西学院大学社会学部の学生さんと富松城跡を活かすまちづくり委員会の方が、６年生

に出前授業に来てくださいました。本校は、関西学院大学の学生さんと地域学習を行うのは３年目となりまし

た。今年は、「富松城跡の活用方法を考えよう」をめあてに学習をしました。まず、富松城について理解を深め

ます。クイズもあり、子どもたちも興味いっぱいでした。次に、今の富松城跡にある資源や現在の活用方法に

ついて学びました。いよいよ、子どもたちは、「富松大使」に任命され、グループで富松城跡にある資源を活用

したイベントを考えます。アイデアの出し方を考えるヒントとして、かけ算を使うことを教えてもらい、「城跡

にある資源」×「行事や出来事」で活用方法を考えます。子どもたちからは、「竹」×「そうめん」で「流しそ

うめん」や「土地」×「節分」で「茨木童子と節分行事」など、たくさんのアイデアが出ました。 

 ６年生のみんなが積極的にグループで考え、学生のみなさんが子どもたちの目線に立って一緒になって考

え、みんなが笑顔で学習をしていました。子どもたちは、地域のことを自分事としてとらえたり、アイデアを

出す方法を知ることができたりと多くの学びがありました。 

 


